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第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
町
数
と
そ
の
変
遷

�

原
田　

博
二

一
、
内
町
と
外
町

　

元
亀
二
年（
一
五
七
一
）の

長
崎
開
港
に
と
も
な
い
島
原

町
や
大
村
町
な
ど
六
か
町
が

造
成
さ
れ
た
が
、
以
後
も
博

多
町
、
興
善
町
、
下
町
、
築

町
、
江
戸
町
、
樺
島
町
、
五

島
町
な
ど
が
造
成
さ
れ
る
な

ど
、
長
崎
は
急
速
に
発
展
し

て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
天
正
八
年（
一
五 

八
〇
）長
崎
は
、イ
エ
ズ
ス
会

に
知
行
地
と
し
て
寄
進
さ
れ

た
が（
当
時
の
町
数
不
詳
）、

同
一
五
年（
一
五
八
七
）九
州

を
攻
略
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、

伴
天
連（
バ
テ
レ
ン
）追
放
令

を
発
布
、
以
後
、
長
崎
を
直

轄
領
と
し
た
（
当
時
の
町
数

不
詳
）。

　

天
正
一
六
年（
一
五
八
八
）

秀
吉
は
、
鍋
島
直
茂
を
長
崎

代
官
に
任
命
、
長
崎
の
地
租

を
免
除
し
た
。

　

こ
の
時
、
地
租
を
免
除
さ

れ
た
町
は
、
内
町
（
う
ち
ま

ち
）
と
呼
ば
れ
た
。

　

こ
の
内
町
に
対
し
て
地
租

を
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
町
は

外
町（
そ
と
ま
ち
）と
呼
ば
れ

た
。

　

外
町
は
、慶
長
二
年（
一
五 

九
七
）
の
酒
屋
町
、
袋
町
、

紺
屋
町
、
材
木
町
な
ど
の
造

成
に
始
ま
る
が
、
そ
の
後
も

内
町
を
取
り
囲
む
よ
う
に
造

成
さ
れ
た
。

　

な
お「
寛
永
長
崎
港
図
」

（
写
１
）で
は
、
内
町
は
白
で
、 

外
町
は
赤
で
色
分
け
さ
れ
て

い
る
。写

１
「
寛
永
長
崎
港
図
」
＊

　

内
町
も
外
町
も
当
時
の
町

数
は
不
詳
で
あ
る
が
、
寛
文

三
年（
一
六
六
三
）当
時
、
内

町
は
二
三
か
町
、
外
町
は
四 

三
か
町
、元
禄
一
二
年（
一
六 

九
九
）当
時
、
内
町
は
二
六

か
町
、
外
町
は
五
四
か
町
で

あ
っ
た
。

二
、
大
町
の
分
割

　

長
崎
の
町
数
は
、
江
戸
時

代
の
初
め
に
は
六
六
か
町
で

あ
っ
た
。

　

寛
永
一
一
年（
一
六
三
四
）

く
ん
ち
が
始
ま
る
の
を
前
に

六
六
か
町
の
内
、
出
島
町
は

除
外
、
遊
女
町
丸
山
・
寄
合

の
両
町
も
毎
年
奉
納
と
い
う

こ
と
で
除
外
、
残
っ
た
六
三

か
町
を
踊
町
と
し
て
二
一
か

町
ず
つ
の
三
組
に
分
け
ら
れ

た
。

　

そ
こ
で
二
一
か
町
の
内
、

一
一
か
町
は
前
日
に
、
一
〇

か
町
は
後
日
に
そ
れ
ぞ
れ
奉

納
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
三
組
と
い
う
こ
と

は
、
三
年
に
一
回
で
あ
る
の

で
息
つ
く
隙
も
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
明
暦
元
年（
一
六 

五
五
）三
組
の
踊
町
を
六
組

に
改
め
、
一
一
か
町
、
一
〇

か
町
、一
一
か
町
、一
〇
か
町
、

一
一
か
町
、
一
〇
か
町
の
六

組
、
六
年
で
一
巡
と
し
た
。

　

こ
れ
だ
と
六
年
に
一
回
の

奉
納
で
あ
る
の
で
一
息
つ
け

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
寛
文
三

年
筑
後
町
か
ら
火
災
が
発
生
、

六
六
か
町
の
内
、
六
三
か
町

が
罹
災
す
る
と
い
う
大
火
災

に
な
っ
た
。

　

幕
府
は
、
直
ち
に
長
崎
の

復
興
に
取
り
掛
か
り
町
並
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
た
と

え
ば
濱
町
は
大
き
い
町
な
の

で
東
濱
町
と
西
濱
町
に
、
築

町
も
大
き
い
町
な
の
で
東
築

町
と
西
築
町
に
、
古
川
町
は

も
っ
と
大
き
い
町
な
の
で
西

古
川
町
と
東
古
川
町
と
本
古
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川
町
の
三
つ
に
分
け
る
な
ど
、

大
き
い
町
を
二
つ
、
も
し
く

は
三
つ
に
分
け
、
踊
町
を

六
三
か
町
か
ら
七
七
か
町
と

一
四
か
町
を
増
や
し
た
。

　
「
寛
文
長
崎
図
屏
風
」（
写

２
）は
、
大
火
か
ら
一
〇
年

後
、
見
事
に
復
興
し
た
長
崎

の
町
が
描
か
れ
て
い
る
。

写
２
「
寛
文
長
崎
図
屏
風
」
＊

　

こ
の
一
四
か
町
の
増
加
に

よ
っ
て
踊
町
が
六
年
で
一
巡

か
ら
七
年
で
一
巡
、
そ
れ
も

毎
年
一
一
か
町
の
奉
納
と
な

り
、
く
ん
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
で
も
踊
町
は
、
七
年

に
一
回
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

寛
文
一
二
年（
一
六
七
二
）に

始
ま
り
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
寛
文
一
二
年

長
崎
は
、
総
町
七
七
か
町
に

丸
山
・
寄
合
町
の
両
町
、
さ

ら
に
出
島
町
を
合
わ
せ
た
八 

〇
か
町
と
な
り
、
明
治
時
代

に
な
る
ま
で
踊
町
の
数
七
七

か
町
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

三
、
本（
も
と
）と
本（
ほ
ん
）

の
つ
く
町

　

長
崎
の
町
に
は
、
以
前
は

本
石
灰
町
の
よ
う
に
本
籠
町
、

本
博
多
町
、
本
大
工
町
、
本

鍛
冶
屋
町
、
本
紺
屋
町
、
本

紙
屋
町
、本
下
町
と
本（
も
と
）

の
つ
く
町
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
町
は
、
も
と
は

石
灰
町
、
籠
町
、
博
多
町
、

大
工
町
、
鍛
冶
屋
町
、
紺
屋

町
、
紙
屋
町
で
あ
っ
た
が
、

新
し
く
今
石
灰
町
、
今
籠
町
、

今
博
多
町
、
新
大
工
町
、
今

鍛
冶
屋
町
、
今
紺
屋
町
、
新

紙
屋
町
が
で
き
る
と
、
も
と

か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

本（
も
と
）を
つ
け
て
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
寛
文
一
二
年
大
き

い
町
を
二
つ
、
も
し
く
は
三

つ
に
分
け
た
際
、
今
石
灰
町

か
ら
新
石
灰
町
が
、
新
大
工

町
か
ら
出
来
大
工
町
が
、
今

鍛
冶
屋
町
か
ら
出
来
鍛
冶
屋

町
が
、
今
紺
屋
町
か
ら
中
紺

屋
町
が
、
本
下
町
か
ら
今
下

町
が
分
か
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に「
本（
も
と
）」

や「
新
」「
今
」「
出
来
」「
中
」の

つ
く
町
は
、
町
の
成
立
の
順

番
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
本（
も
と
）の
つ
く
町

に
対
し
て
興
善
町
と
五
島
町

は
、
以
前
は
本（
ほ
ん
）興
善

町
」、
本（
ほ
ん
）五
島
町
と

「
も
と
」で
は
な
く「
ほ
ん
」

と
呼
ば
れ
た
。

　

こ
の
興
善
町
と
五
島
町
の

二
か
町
だ
け
が
ど
う
し
て

「
も
と
」で
は
な
く「
ほ
ん
」

と
呼
ん
だ
の
か
、
長
崎
の
人

た
ち
は
わ
か
っ
て
い
て
も
長

崎
以
外
の
人
た
ち
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
に
明
和
三
年（
一
七
六 

六
）着
任
し
た
長
崎
奉
行
石

谷
備
後
守
は
、
帰
府
を
前
に

し
た
翌
年
五
月
、
紛
ら
わ
し

い
、
本（
ほ
ん
）の
つ
く
町
も

全
て「
も
と
」と
呼
ぶ
よ
う
に

命
じ
た
。

　

勿
論
、
長
崎
の
人
た
ち
は

そ
の
命
に
従
っ
た
が
、
備
後

守
が
任
期
を
終
え
て
長
崎
を

離
れ
る
と
、
再
び
本（
ほ
ん
）

興
善
町
、
本（
ほ
ん
）五
島
町

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
当
時
の
長
崎
の 

人
た
ち
は
、「
も
と
」と「
ほ
ん
」 

を
区
別
し
た
の
か
長
い
間
謎

で
あ
っ
た
。

写
３
「
長
崎
細
見
図
（
部
分
）」
＊

　

し
か
し
筆
者
は
、「
長
崎

細
見
図
」（
写
３
）の
よ
う
に 

「
ほ
ん
」と
い
う
の
は
本
通
り
、

裏
通
り
の「
ほ
ん
」の
こ
と
、

興
善
町
と
五
島
町
を
二
つ
に 

分
け
た
際
、
本
通
り
側
は
本 

（
ほ
ん
）興
善
町
と
本（
ほ
ん
） 

五
島
町
に
、
そ
の
反
対
側
は

裏
通
り
で
あ
る
が
、「
裏
」と

い
う
の
は
よ
く
な
い
と
し
て

「
裏
」と
は
呼
ば
ず
に
本
興

善
町
の
後（
う
し
ろ
）と
い
う

こ
と
で
後（
う
し
ろ
）興
善
町

に
、
五
島
町
も
港
す
な
わ
ち

浦
に
面
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
浦（
う
ら
）五
島
町
と
そ

れ
ぞ
れ
命
名
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

＊
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵

第
二
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

寄
贈
写
真
か
ら
見
え
た

晩
年
の
グ
ラ
バ
ー

�

松
田　
　

恵�

一
、
は
じ
め
に

　

令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

一
二
月
、
カ
ナ
ダ
の
ロ
イ
ヤ

ル
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
博
物
館
よ
り
、
長

崎
市
へ
一
五
枚
の
ガ
ラ
ス
乾

板
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
元
々
、
ブ
リ
テ 

ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

に
属
す
る
ブ
レ
ン
ト
ウ
ッ
ド 

・
ベ
イ
の
個
人
宅
に
眠
っ
て

い
た
も
の
で
、
匿
名
で
同
博

物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
資
料
は
、
博
物
館
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
地
元
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ニ 

ュ
ー
ス
を
通
じ
て
広
く
存
在

が
発
信
さ
れ
、
グ
ラ
バ
ー
園 

名
誉
園
長
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ 

ー
ク
ガ
フ
ニ
氏
と
同
博
物
館

の
交
流
の
中
で
、
長
崎
市
へ

の
寄
贈
に
至
っ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板

の
う
ち
、
一
三
枚
は
外
国
人

の
老
若
男
女
が
写
る
写
真
で
、

二
枚
は
ト
ー
マ
ス
・
Ｂ
・
グ

ラ
バ
ー
関
連
の
写
真
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
二
枚
は
、
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
や
長
崎
大
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学
附
属
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
な
い
写
真
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
二
枚
の
写

真
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

二
、
グ
ラ
バ
ー
来
日
か
ら
再

上
京
ま
で

　

グ
ラ
バ
ー
は
、
安
政
六
年 

（
一
八
五
九
）に
来
日
後
、
文

久
二
年（
一
八
六
二
）に
ジ 

ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商

会
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
形
で

「
グ
ラ
バ
ー
商
会
」を
設
立

し
、
翌
年
、
南
山
手
三
番
に

自
邸
を
建
築
し
た
。

　

グ
ラ
バ
ー
商
会
は
明
治
三

年（
一
八
七
〇
）に
倒
産
し
た

が
、
グ
ラ
バ
ー
は
そ
の
後
も

日
本
に
留
ま
っ
た
。
明
治
一 

三
年（
一
八
八
〇
）頃
か
ら
は

活
動
拠
点
を
東
京
に
移
し
、

明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）に

は
、
東
京
府
芝
区
芝
公
園
地

の
別
邸（
現
東
京
都
港
区
芝

公
園
）
に
居
住
し
始
め
た
。

　

し
か
し
当
住
宅
は
、
明
治

二
六
年（
一
八
九
三
）に
火
事

で
焼
失
し
、
グ
ラ
バ
ー
は
、

妻
の
ツ
ル
、
娘
の
ハ
ナ
ら
と

長
崎
に
戻
っ
た
。

　

長
崎
で
ハ
ナ
の
結
婚
を
見

届
け
、
ツ
ル
と
共
に
再
上
京

す
る
が
ツ
ル
は
ま
も
な
く
死

去
し
た
。
息
子
富
三
郎
も
そ

の
後
長
崎
で
結
婚
し
た
た
め
、

明
治
三
七
年（
一
九
〇
四
）頃
、

グ
ラ
バ
ー
は
単
身
で
麻
布
の

富
士
見
町
の
新
居
に
居
住
し

た
。

三
、
寄
贈
写
真
「
富
士
見
町

グ
ラ
バ
ー
邸
」
に
つ
い
て

　

東
京
市
麻
布
区
富
士
見

町（
現
東
京
都
港
区
南
麻
布
、

中
華
人
民
共
和
国
大
使
館
別

館
付
近
）に
建
て
ら
れ
た
グ

ラ
バ
ー
邸
は
、
一
四
○
○
坪

の
広
大
な
敷
地
で
あ
っ
た
。

　

内
藤
初
穂
は
、
明
治
三
六

年（
一
九
〇
三
）に
富
三
郎
の

名
義
で
麻
布
区
富
士
見
町
五

番
地
、
七
番
地
、
八
番
地
を

購
入
し
た
と
記
し
て
い
る
。

写
１
「
富
士
見
町
グ
ラ
バ
ー
邸
」

　
　

グ
ラ
バ
ー
園
蔵

　

写
１
で
は
、
石
垣
の
上
に

二
階
建
て
の
住
宅
が
建
ち
、

広
い
庭
が
見
渡
せ
る
こ
と
が

分
か
る
。
一
階
右
端
の
白
っ

ぽ
い
木
枠
の
部
屋
は
突
き
出

て
い
る
。

　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
富
士
見
町

グ
ラ
バ
ー
邸
の
写
真
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
寄
贈
写
真
は

建
物
全
体
に
足
場
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
、
石
垣
に

這
う
植
物
の
状
態
か
ら
、
建

築
途
中
の
様
子
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
推
測
し
た
。

写
２
（
写
１
部
分
）

　

写
２
は
写
１
の
部
分
拡
大

で
あ
る
が
、
軒
下
に
ベ
ン
チ

や
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
そ

の
周
辺
に
は
四
人
の
人
物
が

確
認
で
き
る
。
グ
ラ
バ
ー
は

建
築
途
中
の
段
階
で
、
既
に

友
人
た
ち
を
招
き
入
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

四
、
寄
贈
写
真
「
グ
ラ
バ
ー

と
友
人
た
ち
」

　

グ
ラ
バ
ー
の
ほ
か
、
四
人

の
日
本
人
が
軒
下
の
石
段
に

座
っ
て
い
る
。
様
々
な
資
料

を
見
比
べ
、
写
３
は
富
士
見

町
グ
ラ
バ
ー
邸
の
玄
関
で
撮

影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

グ
ラ
バ
ー
と
共
に
写
る
日

本
人
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
収
蔵
の
名
簿
が
添
付
さ

れ
た
写
真
ア
ル
バ
ム（
資
料
番

号
１
８　

２
３
７
）を
調
べ

る
こ
と
で
名
前
が
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
菱
重
工
長
崎

造
船
所
史
料
館
の
協
力
に
よ

り
、
彼
ら
が
三
菱
関
係
者
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

写
３
「
グ
ラ
バ
ー
と
友
人
た
ち
」

　
　

グ
ラ
バ
ー
園
蔵

　

写
真
左
か
ら
、
三
菱
本
社

営
業
部
副
長
高
田
政
久
、
三

菱
本
社
鑛
山
部
長
原
田
鎭
治
、

神
戸
三
菱
建
築
所
長
白
石
直

治
、
グ
ラ
バ
ー
、
槙
峰
鉱
山

長
納
村
章
吉
で
あ
る
。

　

ま
た
写
３
で
興
味
深
い
こ

と
は
、
両
脇
に
狛
犬
の
石
像

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

狛
犬
は
、
現
在
グ
ラ
バ
ー
園

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
来
歴

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
写
真
に
よ
り
少
な
く

と
も
富
士
見
町
グ
ラ
バ
ー
邸

が
建
築
さ
れ
た
頃
に
は
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

五
、
ま
と
め

　

晩
年
の
グ
ラ
バ
ー
は
、
三

菱
合
資
社（
現
三
菱
重
工
業
）

の
顧
問
と
し
て
東
京
で
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
人
物
と
交
流
が
あ
っ
た

の
か
は
あ
ま
り
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
。
今
回
の
寄
贈
写

真
は
、
グ
ラ
バ
ー
が
東
京
の

自
宅
に
仕
事
の
仲
間
を
呼
び
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
資
料
と

な
っ
た
。

　

一
五
枚
の
写
真
は
現
代
に

な
り
カ
ナ
ダ
で
見
つ
か
っ
た
。

明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
横
浜
間
に

太
平
洋
航
路
が
就
航
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
航
路
で

カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。

参
考
文
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第
二
部
発
表
要
旨

川
原
慶
賀
筆「
宮
参
図（
１
）」

（『
人
の
一
生
図
』ラ
イ
デ
ン

国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
フ

イ
ッ
セ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

�

原
田　

博
二

　
「
宮
参
図（
１
）」は
、
男
児

を
抱
き
宮
参
り
を
す
る
夫
婦

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

写
１
「
宮
参
図
（
１
）」
＊

　

と
こ
ろ
で
父
親
は
着
流
し

で
あ
る
が
、
帯
が
細
く
ま
る

で
ベ
ル
ト
の
よ
う
で
あ
る
。

　

御
手
水
の「
奉
寄
附
」の
書

体
も
異
様
で
あ
る
が
、
普
通

は「
奉
納
」と
刻
ま
れ
る
。

　

鳥
居
も
額
に
は
神
社
名
が

刻
ま
れ
る
が
、「
神
社
」だ
け

の
額
は
あ
り
得
な
い
。

　

笠
木
も
普
通
は
二
本
の
石

を
合
わ
せ
、
そ
れ
を
額
束
で

支
え
る
が
、
一
本
の
石
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
額
束
が
な
く

額
が
笠
木
に
貼
り
付
い
て
い

る
こ
と
な
ど
、
こ
の
よ
う
な

鳥
居
は
あ
り
得
な
い
。

　

何
か
忘
れ
も
の
で
も
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
使
用
人
が

風
呂
敷
包
を
届
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
身
は
、「
宮
参
図

（
２
）」に
よ
る
と
煙
草
入
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
父
親
が
持
つ
日

傘
に
は
大
き
な
煙
草
入
が
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
る
が
、
日
傘

に
煙
草
入
を
ぶ
ら
下
げ
る
な

ん
て
、こ
れ
ま
た
あ
り
得
な
い
。

　

第
一
重
く
て
、
右
手
一
本

で
軽
々
と
持
つ
こ
と
な
ど
で

き
る
わ
け
が
な
い
。

写
２
「
宮
参
図
（
１
・
部
分
）」
＊

　

そ
の
煙
草
入
が
ど
う
し
て

日
傘
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
の
か
、

こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
何

を
忘
れ
た
か
、
風
呂
敷
包
の

中
身
を
説
明
す
る
た
め
に
画

面
の
な
か
に
煙
草
入
を
描
い

た
も
の
が
、
い
つ
の
間
に
か

間
違
っ
て
日
傘
に
ぶ
ら
下
が

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

　

現
に
長
崎
県
が
所
蔵
す
る

「
宮
参
り
」（
写
３
）で
は
日

傘
に
煙
草
入
は
ぶ
ら
下
が
っ

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

写
３
「
宮
参
り
（
部
分
）」
＊
＊

　

以
上
記
述
し
た
よ
う
に
御

手
水
の「
奉
寄
附
」の
文
字

（
書
体
）や
鳥
居
に
額
束
が

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
煙
草

入
が
日
傘
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
日

本
人
に
は
あ
り
得
な
い
、
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
慶

賀
ひ
と
り
の
制
作
で
は
な
く
、

複
数
、
さ
ら
に
は
工
房
で
の
製

作
だ
か
ら
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

筆
者
は
、
そ
の
複
数
の
絵
師

と
は
、
日
本
人
で
は
な
い
絵

師
た
ち
で
、
そ
の
絵
師
た
ち

と
の
合
作（
分
業
）の
結
果
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

＊
は
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物

館
所
蔵
、
＊
＊
は
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
収
蔵

法
人
会
員
紹
介

長
崎
自
動
車
株
式
会
社

（
長
崎
バ
ス
グ
ル
ー
プ
）

長
崎
市
新
地
町
三
番
一
七
号

長
崎
自
動
車
株
式
会
社
本
社

　

長
崎
自
動
車
は
、
昭
和

一
一
年
四
月（
一
九
三
六
）上

野
喜
左
衛
門
の
出
資
に
よ
り
、

長
崎
市
に
長
崎
茂
木
乗
合
自

動
車
株
式
会
社
と
し
て
設
立

後
、
同
年
八
月
、
社
名
を
長

崎
自
動
車
株
式
会
社（
通
称
、

長
崎
バ
ス
）
に
改
称
し
た
。

　

本
社
は
、昭
和
四
一
年（
一 

九
六
六
）茂
里
町
か
ら
新
地

町
に
建
設
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
へ
移
転
。

　

運
行
当
初
の
路
線
は
、
鍛

冶
屋
町
か
ら
茂
木
町
ま
で
の

八
・
一
キ
ロ
、車
両
は
フ
ォ
ー

ド
幌
型
六
人
乗
り
乗
用
車
六

両
、
従
業
員
は
二
〇
名
で
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

以
降
、
長
崎
バ
ス
グ
ル
ー

プ
は
、
長
崎
市
内
一
円
及
び

西
彼
、
五
島
、
島
原
半
島
の

全
域
に
お
い
て
バ
ス
路
線
を

有
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
崎
の
観
光
振
興

に
も
寄
与
す
べ
く
、
宿
泊
業

や
国
指
定
史
跡
百
周
年
を
迎

え
た
出
島（
出
島
和
蘭
商
館

跡
）の
指
定
管
理
業
、
複
合

商
業
施
設（
み
ら
い
長
崎
コ

コ
ウ
ォ
ー
ク
）の
運
営
、
日

本
で
一
番
海
に
近
い
駅
と
い

わ
れ
る
大
三
東
駅
を
走
る
鉄

道
事
業（
島
原
鉄
道
）等
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

当
グ
ル
ー
プ
は
、地
域
経
済

に
密
着
し
た
企
業
と
し
て
、さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し「
人

と
人
、街
と
街
を
結
ぶ
企
業

と
し
て
、
長
崎
の
く
ら
し
を

支
え
、
社
会
の
繁
栄
に
貢
献

す
る
」と
い
う
使
命
を
胸
に
、

百
年
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

設立当時の車両（フォード車）


